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「あったかい言葉かけ県民運動」に西濃管内から応募いただいた作品より紹介させていただきます。

ぼくは、９月に転校してきました。朝、みん

なと歩いて登校するのが、まだ心配です。

そんなぼくのために、毎日、ぼくの家まで誘

いにきてくれて、ありがとう。そして、「がん

ばって、歩いているね。」と言ってくれてあり

がとう。そのおかげで、ぼくは、みんなといっ

しょに歩いて登校できているよ。

お店に行ったときに、買ったけれど

食べる場所がなくて困っていたら、先に

すわっていた人が「どうぞすわってくださ

い。」と言って席をゆずってくれました。

ぼくは、ラクビーの少年団に入っています。

少年団では月１で試合があります。ぼくは試

合中によくミスをして足をひっぱってしまうこと

があります。大きなミスもあれば小さなミスも

あります。そんなときに「どんまい次がんばろ

う」と言葉をかけられてうれしかったです。こ

の言葉は、人をうれしくし、絆を深め、空気を

よくし、次がんばろうって気持ちにしてくれる

言葉だと思いました。なのでこういううれしく

なる言葉を日常的に使い、ぼくの気持ちをみ

んなにあげたいです。

私は応援団に選ばれたけれど、友達

はなれなかった。でも選ばれなかった

友だちが「頑張って。応援するから。」

と言ってくれた。そう言ってくれた友だ

ちの分も頑張ろうと思った。

私たちの学校の伝統の一つに「ハ

キハキはっぴょう」という言葉があり

ます。私が発表すると○○さんが、

「うんうん。あ～なるほど。」と言ってく

れました、私は、自分の意見をしっか

りと聞いてくれて、納得してくれたん

だと思い、とても嬉しくなりました。自

分の話したいことが、相手に伝わる

ことは、嬉しいことです。

私が登校する道には、いつも地域のボラン

ティアの方が立ってくださっています。私が「お

はようございます。」と挨拶をすると「おはよう。

頑張ってね。」という言葉で「今日も頑張ろ

う！」と思えるようになりました。その気持ちを

伝えたくて、「頑張ります！」と言うと、地域の

方はニコッと笑ってくださり、私は朝からあた

たかい気持ちで胸がいっぱいになりました。


